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「第４次町田市農業振興計画改訂版（案）」に対するパブリックコメントの

実施結果及び改訂版の概要について 

 

「第４次町田市農業振興計画改訂版（案）」に対し、2021 年 12 月 15

日から 2022 年 1 月 17 日まで実施したパブリックコメントの実施結果及

び改訂版の概要について報告します。 

 

１．検討の経過 

2021 年 6 月～ 

2022 年 2 月 
町田市農業振興計画推進委員会（全４回） 

 

２．パブリックコメントの実施結果 

実施期間 2021 年 12 月 15 日（水）～2022 年 1 月 17 日（月） 

15 名の方から 26 件の意見が寄せられました。 

 意見 件数 

1 
【基本目標 1】 

意欲的農業者が安心して生産できる環境づくり 
3 件 

2 
【基本目標 2】 

都市農地の保全と活用による多面的機能の発揮 
3 件 

3 
【基本目標 3】 

立地を活かした地産地消の推進 
11 件 

4 

【基本目標 4】 

多様な交流機会をきっかけとした市民の農に対する魅力

の向上 

2 件 

5 総括 7 件 

合計 26 件 

※詳細は、別添資料「第４次町田市農業振興計画改訂版（案）に対するパ

ブリックコメント実施結果について」を参照 

 

３．改訂版の概要について 

（１）背景と目的 

第４次町田市農業振興計画は、２０１７年度から２０２６年度までの１０

年間を計画期間とし、２０２１年度は中間年である５年目となります。そこ

で、前期計画の取組結果、社会情勢の変化に対応するために、中間見直しを

2022 年 3 月 18 日・22 日 
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行い、計画を改訂しました。 

 

 

 

 

 

 

 

（２）改訂内容 

 計画の基本理念や目標は保持し、計画の最終年度である 2026 年度を見

据え、ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の達成に向けた取り組みを意識する

とともに『市民』と『農業者』のそれぞれに対する課題を踏まえ、後期計画

における「実行計画」を定めました。 

そこでは、既存の事業に加えて、3 つの事業を重点推進事業と位置付け、

２つの事業を新規追加事業としました。 

 

 

別添資料「第４次町田市農業振興計画改訂版 抜粋版」及び「第４次町田市

農業振興計画改訂版」を参照 

 

４．今後のスケジュールについて 

 ２０２２年４月１日 「第４次町田市農業振興計画改訂版」 公表 

市
内
産
農
産
物
の
生
産
量
・消
費
量
の
増
加

（市 民）

（農業者）

（１）認定農業者・認定新規就農者への支援

（２）新たな担い手の育成・支援

（３）安全で安心な農産物の生産支援

◎⇒重点推進事業、☆⇒新規追加事業

目指す方向性
基本目標
（ターゲット）

施 策 実行計画

（１）遊休農地の解消

（２）市街化区域の農地の維持・活用

（３）農地が持つ多面的機能の発揮

（１）ブランド力の向上

（２）市内産農産物の流通促進

（１）多様な農にふれあう機会の創出

（２）町田農業の魅力伝達

認定事業、補助事業（施設・人材等）

◎農業研修事業、援農ボランティア事業、
☆デジタル化の推進

堆肥流通促進事業、獣害防止対策事業

◎農地再生事業、農地あっせん事業、
農地パトロール事業、

☆都市農地貸借円滑化事業

災害時協力農地・井戸協定事業、☆農
福連携

まち☆ベジ推進事業

学校給食食材供給事業（小学校・☆中
学校）、◎市内産農産物流通促進事業

薬師池公園四季彩の杜事業、農業体験
事業、食育ツーリズム事業、七国景観
作物協定事業

農業祭事業、ふるさと農具館事業、七国
山ファーマーズセンター事業

基本理念⇒「市民と農をつなぐ」魅力ある町田農業の推進

意欲的農業者が安
心して生産できる環
境づくり

Ⅰ.

都市農地の保全と活
用による多面的機能
の発揮

Ⅱ.

立地を生かした地産
地消の推進

Ⅲ.

多様な交流機会をきっ
かけとした市民の農に
対する魅力の向上

Ⅳ.

年度 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027～

第４次町田市農業

振興計画
次期

計画
前 期 後 期一

部
改
訂


